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　　　　　　　　　　　　　桓　　星　　界
　野も山も，雪の衣に包まれて，静かに眠る夜牛．地上の銀世界ε，瞬も
せす此を見守る冬の星座ミは共に一年に一度の美はしい樹照である．
　先づ天の河は南北に流れ，「カシオペヤ」，「ペルセ」，「おほいぬ」，「こいぬ」
を其の流域に包んで，「オリオン」ミ「ふたこ」を其の爾岸に劃峙させ，「ぎ
ょしゃ」や「うし」を中流に浮べてみる．「ペガス」の正方形は西室に傾い
たが，「アンドロメ」の渦巻星雲や，「オリオン」座θ星附近の大星雲はま
だまだ高く，肉眼にもそれE頷かれる。神話に傳はる七美女の集り，「プレ
アデス」は今も筒ほ，優にやさしい光を放って居り，「ペルセ」座二重星團
は牛寺に銀河中に目立つ．
　燈毫星アルゴルが天頂に近く座を占め，規則正しい明滅を繰返して，宇
宙の族の路しるべを務めるε，怪星ミラが西の室で，赤い大きな吐息をつ
く．全天に瞬く大小幾多の赤い星，青い星，白い星は暗室の示申秘を其の色
に包み，「プレアデス」星團や「アンドロメ」星雲は大宇宙の構造を物語らう
εしてみる．
　遊星界は甚だ淋しく，只木星のみが「うし」座に輝くのみ．併し，日暮れ
の後，肚嚴な黄道光が銀河を凌ぐ純白光で　暫らく西室を映へ輝かすのは
此の頃である．
